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【訂 正 前 】

Logisticmodelに よ る多 変量 解 析 の結 果 で は,全 項 目 をカ テ ゴ リー変 数 と した検 討 結 果 で"投 与 前 のALT高

値"お よ び"肝 障 害 の 既 往"が 有 意 に 高 リス ク とな る こ とが 確 認 され た(p〈0.05)(Table3).ま た,STEP-

WISE法 お よ びSCORE法 を用 いて 変 数 を選 択 した結 果,"投 与 前 のALT高 値""肝 障 害 の既 往""喫 煙 歴 あ

り""BMI""飲 酒歴 あ り"の5項 目を選 択 して解 析 した 場合 に相 関 が最 も強 く認 め られ た(Table4).

【訂 正後 】

Logisticmodelに よ る多 変 量 解 析 の結 果 で は,全 項 目を カ テ ゴ リー変 数 と した 検 討結 果 はTable3の ご と く

で あ っ た.ま た,STEPWISE法 お よ びSCORE法 に よ る変 数 選 択 を参考 に し,Table4に 示 した5項 目(連

続 値)で 解 析 を行 っ た結 果,"投 与 前 のALT高 値""肝 障 害 の 既往""喫 煙 歴iあ り""ALT/AST比"に 有 意 差

(p<0.05)を 認 め た.
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